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北海道大学大学院

医学研究科内科学講座消化器内科学分野

教授 坂 本 直 哉

この度、北海道医報生涯教育シリーズXXIとして、

「消化器疾患診療の最前線」を特集することになり

ました。2015年３月より下記の20のトピックを取り

上げ連載の予定です。医報のシリーズで消化器疾患

が取り上げられるのは、平成４年に故谷内昭先生監

修の「実地医家のための消化器病最近の知識」以来、

23年ぶりとなります。

現代の医学の進歩はきわめて早く、消化器病学の

分野でも新しい疾患概念の確立、病因病態の解明、

各疾患の発症率の変化、診断法や治療法の進歩など

様々な変化や進展が見られます。

慢性肝疾患とそれに続く肝癌は21世紀の国民病と

もいわれ、重点的に基礎、臨床両面からの取り組み

がなされてきましたが、近年多くの新規抗ウイルス

薬の登場により、強力なウイルス増殖抑制、ウイル

ス排除が可能となり、診療のエビデンスが一変しま

した。一方で国民の食生活の変化などにより脂肪性

肝疾患とそれによる非ウイルス性肝癌が増加してい

ます。

Helicobacterpylori(HP)感染症の減少によって、

HPによる潰瘍発生が激減した一方で、NSAID潰瘍

や逆流性食道炎(GERD)が増加しています。さらに

炎症性腸疾患も驚くべき速度で増加しています。

癌の発症・死亡者数は激増していますが、その2/3

以上は消化器癌によるものです。若年者の胃癌が減

少傾向になるとともに食生活の欧米化、高齢化とと

もに大腸癌が増加しています。さらに著明なのは膵

癌患者の急増であり、数年後には日本でも着実に主

要な癌死の原因となるでしょう。一方で分子標的療

法を始めとした治療法の臨床開発により着実に治療

成績が向上しつつあります。

本シリーズでは上部、下部消化管から肝臓、胆道、

膵臓の非腫瘍、腫瘍性疾患をカバーする領域で、近

年特に大きく変化、進展の見られた内容を中心に、

道内の各領域の専門家にご執筆いただきます。本シ

リーズが、消化器病を専門とする実地医家の方々の

みならず、非専門の先生にも消化器病の最新知見が

俯瞰でき、日常診療に役立つ参考書となれば幸いで

す。

北海道医報生涯教育シリーズXXI ｢消化器疾患診療の最前線｣

（医報 平成27年２月号から順次掲載）

医報掲載予定執筆者所属項 目

２月北海道大学大学院医学研究科内科学講座消化器内科学分野教授坂本 直哉「消化器疾患診療の最前線」の特集にあたって１

３月札幌厚生病院第3消化器内科(肝臓科)主任部長髭 修平B型肝炎治療の現況と再活性化対策２

４月北海道大学大学院医学研究科内科学講座消化器内科学分野教授坂本 直哉C型肝炎に対する新しい抗ウイルス薬治療３

５月旭川医科大学内科学講座消化器･血液腫瘍制御内科学分野講師大竹 孝明非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）診療の現況４

６月手稲渓仁会病院消化器内科副部長辻 邦彦肝細胞癌に対する内科治療の現況５

７月北海道大学大学院医学研究科消化器外科学分野Ⅰ教授武冨 紹信肝細胞癌に対する外科治療の進歩６

８月北海道大学大学院医学研究科がん予防内科学講座特任講師間部 克裕ヘリコバクターピロリ菌の検査、治療のポイント７

９月北海道大学大学院医学研究科内科学講座消化器内科学分野准教授清水 勇一消化管の最新内視鏡診断と治療：咽喉頭、食道８

10月NTT東日本札幌病院消化器内科吉井 新二消化管の最新内視鏡診断と治療：胃９

11月札幌東徳洲会病院消化器センター(消化器内科)部長佐藤 龍消化管の最新内視鏡診断と治療：大腸10

12月町立長沼病院院長倉 敏郎安全確実な胃瘻の造設と管理、胃瘻造設の適応とは11

Ｈ28年１月北海道大学大学院医学研究科内科学講座消化器内科学分野助教･外来医長桂田 武彦潰瘍性大腸炎の標準的診断と治療12

Ｈ28年２月札幌東徳洲会病院炎症性腸疾患センター(IBDセンター)部長古川 滋クローン病の標準的診断と治療13

Ｈ28年３月手稲渓仁会病院 消化器病センター長真口 宏介胆道結石に対する内視鏡治療の最前線14

Ｈ28年４月イムス札幌消化器中央総合病院院長丹野 誠志膵嚢胞性病変に対する診療のストラテジー15

Ｈ28年５月北海道大学大学院医学研究科内科学講座消化器内科学分野助教河上 洋胆膵疾患に対する内視鏡診断・治療の最前線16

Ｈ28年６月北海道大学大学院医学研究科消化器外科学分野Ⅱ教授平野 聡胆膵疾患に対する外科治療の最前線17

Ｈ28年７月北見赤十字病院腫瘍内科副部長岩永 一郎進行食道癌に対する集学的治療18

Ｈ28年８月札幌医科大学医学部腫瘍・血液内科学講座講師佐藤 康史胃癌薬物療法の今後の展開19

Ｈ28年９月NTT東日本札幌病院消化器内科川本 泰之大腸癌に対する化学療法の最前線20

Ｈ28年10月北海道大学大学院医学研究科内科学講座消化器内科学分野助教･医局長結城 敏志進行膵癌に対する薬物療法の現況21


